
立正大学データサイエンス学部におけるデータサイエンス教育について 

－文科省「応用基礎レベル」認定校としての取組み－ 

 

松尾 忠直（立正大学データサイエンス学部） 

 

キーワード｜数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度、応用基礎レベル、 

リテラシーレベル、データサイエンス教育、立正大学 

 

１．応用基礎レベルの概要 

 ＡＩ戦略 2019 による育成目標をもとにした数

理・データサインエス・ＡＩ教育プログラム認定

制度では、2021 年度からスタートした「リテラシ

ーレベル」、2022 年度からスタートした「応用基

礎レベル」の教育プログラムが定められている。

この認定制度は、大学や高等専門学校における数

理データサイエンス教育の正規課程教育において、

一定の要件を満たしているものについてその教育

プログラムを政府が認定し多くの大学や高等専門

学校が数理・データサイエンス・ＡＩ教育に取り

組むことを後押ししている。認定数は応用基礎レ

ベル 68 件、リテラシーレベル 217 件（ともに 2022

年 8 月時点）となっている。 

 応用基礎レベルは数理・データサイエンス・Ａ

Ｉを活用して課題を解決するための実践的な能力

を育成するもの、リテラシーレベルは学生の数理・

データサイエンス・ＡＩへの関心を高め、適切に

理解し活用する基礎的な能力を育成するものであ

る。応用基礎レベルは高校の一部、大学・高等専門

学校の 50%を対象として年に 25 万人を、リテラ

シーレベルは大学・高等専門学校卒業者全員を対

象として年に 50 万人を育成することを目標とし

ている。応用基礎の上位のエキスパートレベルは

年に 2 千人、さらに上位のトップクラス育成は年

に 100 人程度の育成を目指している。これらの育

成目標は 2025 年度とされており、コンソーシアム

活動や認定制度の構築や運用などによって推進さ

れている。 

 本稿では立正大学データサイエンス学部（以下、

データサイエンス学部とする）と立正大学におけ

る取り組みを中心に紹介する。 

 

２．データサイエンス学部における取り組み 

 2021 年に設置されたデータサイエンス学部は、

文理融合の教育を特徴とした 1 学部 1 学科の教育

組織である。データサイエンス学部では 2021 年の

設置後、文部科学省の定める「数理・データサイエ

ンス・ＡＩ教育プログラム認定制度（応用基礎レ

ベル）」（以下、応用基礎レベルという）に対応した

カリキュラムにより教育を進めてきた。この認定

制度は「大学（大学院を除き、短期大学を含む）及

び高等専門学校の正規の課程であって、数理・デ

ータサイエンス・ＡＩを活用して課題を解決する

ための実践的な能力を育成することを目的として、

数理・データサイエンス・ＡＩに関する知識及び

技術について体系的な教育を行うものを文部科学

大臣が認定及び選定して奨励することにより、数

理・データサイエンス・ＡＩに関する実践的な能

力の向上を図る機会の拡大に資することを目的」

としている。データサイエンス学部は 2022 年度か

らはじまったこの認定制度に学部単位で申請し認

められている。 

 データサイエンス学部が実践するこのプログラ

ムの目的（育成する人材）は、「1.さまざまな社会

の課題を発見する、2.データサイエンスの知識・技

能を積極的に応用する」であり、プログラムの対

象科目はすべて 1 年次の必修科目（3 科目 6 単位

を修得）で「ＡＩ入門Ｉ」（2 単位）、「ＡＩ入門Ⅱ」

（2 単位）、「プログラミング基礎」 （2 単位）と



なっている。このプログラムの特徴は、データサ

イエンス学部に入学し卒業する全学生が修了者と

なることにある。 

プログラムの学修成果は、「1.さまざまなデータ

から意味を抽出する、2.現場にフィードバックす

る能力、3.ＡＩを活用し課題解決につなげること

のできる基礎的能力を修得できること」にある。

データサイエンス学部では経済価値の創造を担う

データサイエンティストとしての資質を有する人

材、「データの収集・加工・分析に関する基本的な

知識・技能を身につけ、データに基づきビジネス

の現場で新たな価値創造の担い手となり得るよう

な人材」を養成しており、このプログラムとの関

連性も高い。 

プログラムの運営は学部のカリキュラム委員会

が担っている。同委員会は、データサイエンス学

部のデータサイエンス教育において「応用基礎レ

ベル」の知識・技能の修得を目指すための取り組

みを担当している。運営の仕組みとして、「1.デー

タサイエンス学部カリキュラム委員会においてプ

ログラムの運営や改善に取り組み、プログラムの

自己点検・評価、自己点検評価報告書の作成を担

当する。2.データサイエンス学部運営委員会にお

いて自己点検・評価結果を検証し、プログラムに

ついて検証する。3.データサイエンス学部教授会

において自己点検・評価結果に基づいて評価し、

自己点検・評価報告書を公表する。」としている。 

 

３．立正大学における取り組み 

 立正大学は東京都品川区の品川キャンパスに仏

教学部、文学部、経済学部、経営学部、法学部、心

理学部を、埼玉県熊谷市の熊谷キャンパスに社会

福祉学部、地球環境科学部、データサイエンス学

部を置く 9 学部 16 学科の総合大学である。2023

年度より立正大学では全学においてリテラシーレ

ベルに対応したプログラムを展開している。1 年

次より履修できる科目として 1 科目 2 単位の「デ

ータサイエンス入門」を置き、仏教学部、文学部、

経済学部、経営学部、法学部、社会福祉学部、地球

環境科学部、心理学部に所属する学生が履修でき

るようになっている。データサイエンス学部では、

1 年次の必修科目（2 科目 4 単位を修得）の「ＡＩ

入門Ｉ」（2 単位）、「ＡＩ入門Ⅱ」 （2 単位）をリ

テラシーレベルに対応する科目として設定してい

る。 

 「データサイエンス入門」については全学教育

推進センター運営委員会（主として教務を担当す

る委員会で各学部より 1 名の委員が選出されてい

る）が中心となって実施しており、授業の担当教

員はデータサイエンス学部に所属する専任教員で

ある。「データサイエンス入門」はオンライン授業

（オンデマンド形式）として開講されている。次

年度以降に今年度の実績をもとに文部科学省にリ

テラシーレベルの申請が可能となる見通しである。 

 立正大学ではデータサイエンス学部の設置によ

って全学的なデータサイエンス教育に必要な人材

の確保、教育プログラムの策定などを進めること

ができた面がある。今後も全学的なデータサイエ

ンス教育を充実させるとともに、データサイエン

ス学部としての人材育成にも尽力したい。 
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